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白石一男 Shiraishi Kazuo

先生

第
128
回

生活スタイル

平均睡眠時間は？

　6～ 7時間。診療日は可能な限り昼寝をす

る。

一日の中で好きな時間は？　

　今日一日の仕事をやり終えてから、ゆっく

スタディグループ：咬み合わせ医療会
主宰
診療スタイル：自宅の隣が診療室。長
男と2人体制で診療を行い、次男が院
内技工を担当。他に、歯科衛生士 4 人、
歯科助手2人、受付 2人。ユニット5台。
生年：1960 年
出身地 ：茨城県
出身校：�明海大学歯学部
『アポロニア21』での連載
・�咬み合わせ臨床講座（1996 年 6 月号

～ 98 年12 月号）
・�続・咬み合わせ臨床講座（1999 年9

月号～ 2000 年 8 月号）
・�矯正専門医でない歯科医の歯・並び

臨床記録（2001年3月号～ 02年2 月
号）

・�"大衆歯科"というアプローチ（2003
年5月号～ 08 年5月号）

・�チームワーク・総義歯臨床（2009 年
5月号～ 10 年10 月号）
著書（いずれも日本歯科新聞社）

・咬み合わせ臨床講座：絶版
・�（続）咬み合わせ臨床講座
・チームワーク・総義歯臨床：絶版
・�歯科医師・歯科技工士のための総義

歯臨床〔YouTube 連動版〕

■白石歯科医院 院長（茨城県）

りと自宅の大風呂に浸かり、風呂上がりの一

杯を飲む時。

欠かさない日課や習慣は？

　起床したら、すぐに風呂に直行。全身を仕

事モードに切り替える。

　夜は仏前に座って、家内にあいさつと今日

一日の報告をする。

　そして10年日記の執筆。週末に留守にし
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三上　特に気にならないですね。スタッフか

らも、そのような声は上がっていません。開

業準備の際、メーカーの担当者に「マイクロ

が揺れるかも」と言われたのですが、大丈夫

でした。電車の音に関しては、エンターテイ

ンメントだと思っています。

―駅名標を模した看板がインパクトがあり

ますね。

三上　外観は、子どもが入りやすいことを念

頭にデザインを考えました。保護者も、「電

車の歯医者さんに行こう」といった声掛けが

医療法人社団千蘭会 千住大橋歯科
東京都足立区

　京成線千住大橋駅の高架下にあり、京成電鉄の駅名標を
模した外観が特長の千住大橋歯科。「医院に関わる人全て
のQOLを上げる」を理念に掲げる三上院長に、スタッフが
働きやすい医院づくりや、地域の歯科医師同士の交流の構
想などについて伺った。

「治療」発
「予防」行の
電車の歯医者さん

三上晃一郎氏
Mikami Koichiro

1980 年生まれ。2007年、明海大学歯学
部卒業。08 年、同大学研修医修了。12年、
同大学口腔生物再生医工学講座（歯周病
科）卒業、歯学博士取得。同大学臨床助
手を務める。都内にて勤務医を経験後、
18 年開業。24 年、分院の「亀戸駅前キリ
ン歯科」オープン。日本歯周病学会認定
医。
スタッフ計：�歯科医師7 人（うち非常勤3

人）、歯科衛生士8 人、受付・
助手11人

ユニット：5台（千住大橋）、4 台（亀戸）

鉄道の高架下で開業

―医院があるのは、改札正面から延びる高

架下のアーケード。究極の駅チカですが、こ

こを開業場所に選んだ理由は。

三上　23区内ならどこでもよかったのです

が、「駅チカ」を条件に探していたところ、た

またまここを紹介され、広さもちょうど良かっ

たので決めました。

―診療中、電車の音や振動は気になりませ

んか。
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　個人差が大きい高齢者対応は、現場の経験値が役立ちます。小児
口腔育成のフレイル予防への応用、海外で得られた地域包括ケアの
ノウハウや、糖尿病での医科との連携、24年度改定を踏まえた終末
期の歯科の役割など、現場で生まれた高齢者対応を紹介します。

高師ほんごう歯科クリニックの挑戦
小児の発達支援を高齢者のフレイル予防に生かす
話し手：田中文治（愛知県・高師ほんごう歯科クリニック 院長）
取材協力：堀尾麻衣（THDC 合同会社 代表取締役）、横山三純（同 副代表）、田中美有（同）

スウェーデンの高齢者施設訪問で考えた
地域包括ケア日本に足りないものと世界に発信すべきもの
話し手：井上義郎（福島県・医療法人祥義会 理事長）
取材協力：クロスフィールド㈱

訪衛指の回数緩和で歯科の役割が拡大
終末期に歯科は何ができるか？
話し手：森元主税（東京都・森元歯科医院 院長）

フレイル予防、糖尿病連携から
終末期まで

待ったなしの
高齢者対応

医療連携、リスク回避を考慮した高齢者歯科医療
取材協力：黒澤俊夫 （茨城県・黒澤歯科医院 院長）



高師ほんごう歯科クリニックの挑戦

058 2024.09

この記事のポイント

高齢者特有の「気持ち」に配慮して
フレイルを予防！

機能獲得の順序をたどって
機能回復を促す

小児の発達支援プログラム「SHISEIアカデミー」
のトレーニングを、高齢者のフレイル予防のた
めのアクティビティに！

小児小児のの発達支援発達支援をを
高齢者高齢者のの
フレイルフレイル予防予防にに生かす生かす

●取材・文：編集部 Tanaka Fumiharu田中文治 氏（左から2番目）

愛知県・高師ほんごう歯科クリニック 院長

●話し手：

Horio Mai堀尾麻衣 氏（左端）

THDC 合同会社 代表取締役・保育士

Yokoyama Misumi横山三純 氏（右から2番目）

THDC 合同会社 副代表・理学療法士

Tanaka Miyuu田中美有 氏（右端）

THDC 合同会社・理学療法士 

●取材協力：



スウェーデンの高齢者施設訪問で考えた
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この記事のポイント

Inoue Yoshiro
井上義郎 氏

福島県・医療法人祥義会 理事長

●話し手：

●文：編集部

クロスフィールド㈱

●取材協力：

学びたい！
外来診療と訪問診療との役割の明確化

発信したい！
口腔機能へのアプローチと多職種連携

学びたい！
行動変容を含めた地域包括ケア

地域包括ケア地域包括ケア
日本日本にに足りないもの足りないものとと
世界世界にに発信すべきもの発信すべきもの



訪衛指の回数緩和で歯科の役割が拡大
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この記事のポイント
Morimoto Chikara
森元主税 氏

東京都・森元歯科医院 院長

●話し手：

●取材・文：編集部
「食べられなくなる」のが終末期のサイン

口腔内の潤いと脳血管への刺激を維持する
「三種の神器」

「背景」によってさまざまな終末期がある

終末期ケアで食支援に関わった例。「時間がかかってもベッドから立ち上がって、テーブルで食べるようにする」「器を手に
持って食べると姿勢が整う」など、本人と家族の生活そのものに深く関わった。亡くなる数日前まで食事ができたという。
亡くなった直後、「入れ歯が入らない」と連絡をいただき、「最後のご奉公」をさせていただいた。

終末期終末期にに
歯科歯科はは何何がができるかできるか？？
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「万が一」に備えるリスク回避を考えておく

この記事のポイント

医療連携医療連携、、
リスク回避リスク回避をを考慮考慮したした
高齢者歯科医療高齢者歯科医療

歯周病の状態を
「K-Pスコア」で他職種と共有

●取材・文：編集部

Kurosawa Toshio
黒澤俊夫 氏

茨城県・
黒澤歯科医院 院長

●取材協力：
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イタリア・デンタルショー＆
クリニック探訪
　5月16～ 18日、イタリアのアドリア海沿いのリミニで毎年開催されているリミニ国際デンタ
ルショーに参加し、イタリアに本拠を置く国際歯科メディア「Infodent」と一緒に取材しました。
コロナ禍によって課せられていたさまざまな制限が撤廃され、久しぶりにイタリアの歯科医院も
訪問。その時の様子をレポートします。

●取材：

Kamasaki Akiko
釜埼亜希子 氏

●文：編集部●取材協力：

Infodent

イタリア人を夫に持つ歯科衛生士。
イタリアの歯科医院でも勤務経験
がある。現在はフリーランスとして
活動中。

Bracciano

Rimini
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「リスクファイナンシング」とは

　「リスクマネジメント」とは、危機回避、損

失低減の手法で、リスクを組織的に管理（マ

ネジメント）し、損失等の回避または低減を

図るプロセスを指します（図1）。企業などの

価値を維持・向上させる上で障壁となるリス

クと、それらの影響を正確に把握し、事前に

対策を講じて危機発生を回避し、危機発生時

は損失を極小化するための経営管理手法で

す。

　では、歯科医院経営で必要なリスクマネジ

メントについて、開業時から時系列で考えて

みましょう。

再考再考

歯科医院歯科医院におけるにおける
リスクマネジメントリスクマネジメントのの

　「医院経営のリスクマネジメント」と
は、どういったものでしょうか？　こ
こでは、安定した医院経営を続けるた
め、生命保険を活用するリスクマネジ
メントの戦略について、あらためて考
えてみたいと思います。

●取材・文：編集部

Yamada Tatsuro
山田達郎 氏

プルデンシャル生命保険㈱
首都圏第八支社

ファイナンシャル・プランナー（CFP）
2024 年 MDRT Top of the table（TOT）会員

●話し手：
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将来将来をを拓こう拓こう！！

歯科医師会立歯科医師会立のの
歯科技工士養成校歯科技工士養成校のの

　現在、歯科技工士養成校の多くが経営難を抱
えており、入学する学生も極めて少なくなって
います。現役の歯科技工士は高齢化しており、
早晩、大勢のリタイアが予測されます。
　茨城県歯科医師会が運営する歯科技工士養成
校を例に、問題の背景を考えます。

●取材・文：編集部

Kurosawa Toshio
黒澤俊夫 氏

茨城県・
黒澤歯科医院 院長

●取材協力：
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特集

　先日、お向かいで長く飼
われている雄猫「かっちゃん
（かつお）」が認知症になった

のではないかという話を聞きました。
飼っている方によると、食事をしたの
を忘れて、夜中もご飯をねだって鳴く
ので困っているのだとか。
　「猫も認知症になるんだなあ」と、当
たり前ながら驚かされましたが、かっ
ちゃんが子どもの時から見ていたの
で、切ないものがあります。
　かっちゃんは、私たちがボランティ
アなど公共性のある仕事から帰ってく
ると、不思議と正座（？）で迎えてくれ
ます。逆に、単なる遊び目的の外出の
帰りは冷たい態度のような気がします。
それは、認知症になったといわれるよ
うになった今でも全く変わりません。

　1年ほど前に腎臓を悪くしたそうで、
この暑さの中、体調を悪くしないか、
飼い主だけでなく近所の人たち皆が心
配しています。かっちゃん、どうか元
気に長生きしてください。
　さて、今回の特集は、人間の「高齢
化」の話です。2024年改定で訪問診療
での「連携」重視の方向性が示された
のを踏まえ、現場で生まれているさま
ざまなアイデアを紹介しました。
　この中で、小児の口腔育成のプロ
グラムを開発している多職種連携のグ
ループが、高齢者のフレイル予防にノ
ウハウを生かそうとしている取り組み
を取材させていただきました。
　取材中、フレイル予防の体操（56
ページの2次元コードで動画を閲覧可
能）を自分もやってみました。ところ
が全然うまくいかず、「すでに何かの
機能低下？」とヤキモキしていたら、
「若い人でも苦手な人はいますよ」と
慰めていただきました（苦笑）。ご協力
いただいた皆様、ありがとうございま
す。	 （水谷惟紗久）

林 直樹（医療法人徳真会・歯科技工士／マイスターテクニシャン）

Webでもさまざまな
情報を発信中！

・X
・Facebookファンページ
・YouTubeチャンネル
・note
・Instagram

医院、人脈の
承継
● 同窓会が医院売却のマッチングに乗り出した

● 歯科医院はどうすれば「100 年企業」になれる？
● 学会主催で「人脈」を次世代につなぐ交流会

レポート

（佐久間泰司）大歯大病院のクレーム対応の実践研修
（藤森宏高）工学的に見たう蝕のシステム


